
第 16 回 定例会 

 

日 時  平成 30年 2月 3 日（土）15：00～17：00 ミーティング 

場 所  栗平白鳥自治会館にて 

出席者  7 名 

 

１ 年会費の集金 

   年会費 1,200 円を集金。 

２ 名刺配布 

   在庫の名刺をメンバーに配布。在庫は、まだある。 

３ 「ペットと一緒に防災体験（仮称）」検討会①（3/3）について 

  ・各体験の意味を明確にする。 

・目的や体験方法について、随時、木村先生にご意見を伺う。 

  （１）悪路を飼い主さんと歩行体験 

     目的：災害時、ペットも悪路を歩く場合があり、おじけることな

く歩けるようにしておこう。悪路を歩けなかった場合、日頃

の散歩コースに悪路を入れると良い。 

     用意する物： 

       2 枚のレジャーシートを使用 

       レジャーシート１ 

①ぬかるみ１ ジプロックに水を入れ、ジプロックを更に丈

夫な袋に入れ、レジャーシートの下に入れ

る。 

       レジャーシート２ 

②ぬかるみ２ レジャーシート全体にタオル等を挟む。 

③デコボコ  波板型お風呂の蓋をレジャーシートの上に置

く。 

④隙間    スノコをレジャーシートの上に置く。 

⑤瓦礫    レンガ、ブックスタンドをレジャーシートの

上に見えるように置く。 

  （２）フラフープ内でお座り体験 



目的：お座りをする。飼い主さんとのコミュニケーションが大事

である。 

     用意する物：フラフープ 

  （３）お玉リレー  

目的：飼い主さんに合わせてゆっくり歩く。飼い主さんとのコミ

ュニケーションが大事である。 

     用意する物：お玉とテニスボール 

  （４）待て・おいで 又は かくれんぼ 

目的：飼い主さんとのコミュニケーションが大事である。 

用意する物：ロングリード 

  （５）飼い主さんとテントに入る 

     目的：被災時、テント生活になることもある。飼い主さんと一緒

に落ち着いてテントに入れるようにする。 

     用意する物：テント 

  （６）慣れないクレートに入る  

     目的：災害時、慣れないクレートに入らざる負えない可能性があ

る。 

     用意する物： 

段ボールクレート（段ボールクレートの高さに注意。） 

        慣れないクレート 

        ※クレート間に間仕切りをする。慣れないクレートには布

を被せ、隣が見えないようにする。 

  （７）飼い主さん以外の人からのフードを食べられるか 

     目的：災害時、慣れていない人の支援を受けることもある。慣れ

ていない人からフードを食べれるようにしておくことが必要

である。 

     用意する物：日頃食べていないおやつ 

  （８）靴を履いてみる 

目的：瓦礫が散乱する道を歩くときに、怪我防止のために靴を履

く場合がある。靴に慣れておくことが大事である。 



        但し、肉球が歩行のバランスを取っているらしいので、靴

を履かせることで返って危険になる可能性もある。   

用意する物：靴 

  （９）木村先生からの講評 ※10：50～ 

 

・用意する物は、白鳥公園の防災倉庫に保管した。 

 

４ 当日 3月 3 日（土）のスケジュール 

    9：30 ・犬連れで白鳥公園に集合 

（ベスト着用。イベント終了後の帰宅時に糞拾いをするた

め、糞入れ用のビニール袋持参。） 

         ・準備 

   10：00 ・「ペットと一緒に防災体験（仮称）」検討会①スタート 

   10：50 ・まとめ（木村先生の講評） 

   11：00 ・検討会①終了 

        ・片付け 

   11：30 ・解散 

        ・帰宅時に糞拾いをする。（トングは持ち帰り） 

 

５ 検討会①実施の判断について 

  ・前日（3 月 2 日）に、白鳥公園の状況を判断。 

  ・白鳥公園の状況が良く、当日（3 月 3 日）の午前中の天気予報が雨天

でなければ実施する。 

  ・反省会の日程は、検討会①終了後に相談する。 

 

６ その他 

  ・メンバーの一人がご家族の事情により退会。     

   

以上 

 


